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令和 5 年度（2023 年度）事業報告 

（令和 4 年 9 月 1 日～令和 5 年 8 月 31 日） 

 

令和 5 年度事業は，当初の事業計画ならびに予算案に基づいて次のように行われた． 

 

法人事業の報告 

1. 会員数の報告 

2023 年 8 月 31 日現在の会員数は次のとおりである． 

会員数:（ ）は 2022 年 8 月 31 日現在の数 

 

 

2023 年 8 月 31 日現在 支部別会員数 

（ ）は 2022 年 8 月 31 日現在の数 

 

 

2. 会議開催の報告 

学会運営のために行われた主な会議の開催状況は 

以下のとおりである． 

理事会     10 月，4 月，8 月    3 回 

常務理事会   2 月，4 月，8 月    3 回 

開催場所： 

TKP ガーデンシティ御茶ノ水（10 月,2 月,4 月） 

 オンライン（8 月） 

 

第 60 回定時総会 

日時：令和 4 年 11 月 10 日 

 開催場所：名古屋国際会議場（愛知県名古屋市） 

 

3. 各支部会議開催の報告 

北 海 道 支 部   1 回 

東 北 支 部   1 回 

関 東 支 部   1 回 

中 部 支 部   1 回 

北 陸 支 部   1 回 

近 畿 支 部   1 回 

中国四国支部   1 回 

九 州 支 部   1 回 

 

4. 委員会活動等の報告 

・情報専門委員会 

名誉会員－国内 31 (30) 13 (14) 5 (5) 14 (14) 1 (1) 64 (64) 

名誉会員－国外 54 (54) 54 (54) 

永年会員 5 (5) 4 (2) 1 (0) 3 (0) 0 (0) 13 (7) 

評議員 294 (294) 167 (167) 115 (114) 141 (139) 4 (4) 721 (718) 

正会員 1,723 (1,757) 1,479 (1,501) 974 (970) 1,107 (1,134) 135 (145) 5,418 (5,507) 

学生会員 235 (189) 431 (333) 393 (336) 320 (220) 2 (0) 1,381 (1,078) 

2,288 (2,275) 2,094 (2,017) 1,488 (1,425) 1,585 (1,507) 196 (204) 7,651 (7,428) 

異動数 13 77 63 78 -8 ( 前年比　 223)

賛助会員 51口 (52) 43社 (44)

団体会員 126団体 (131)

7,820 (7,603) 

( 前年比　 217)

他 計

小計

総計
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ホームページでは，求人情報・学術集会カレンダ

ー・分科会/大会等からのお知らせなど会員向けの有

益な情報について新しい記事を常に掲載した． 

また「日本生化学会チャンネル」のバナーでは，大

会で行われた 3 題の講演動画を追加公開した． 

・研究倫理委員会 

日本医学会連合研究倫理委員会との連携を図り，意

見書等を提出した． 

・日本学術会議，日本学術振興会，日本医師会，日本

医学会連合調査，各機関からの周知など連携および

協力をした． 

 

公益目的事業の報告 

5. 出 版 ＜公 1＞ 

(1) 生化学誌出版 

会誌発行状況は以下のとおりである． 

※偶数月の隔月発行（6 回／年） 

 

 

支部企画による特集号は好評を博している． 

編集企画協力委員には非会員の参画も要請し，幅広

い企画の立案に努めている． 

電子版の読みやすさは好評で，新刊では毎号フリー

アクセスの記事を網羅し，6 か月経過後はすべての

記事をだれでも読めるようにしている． 

 

(2) The Journal of Biochemistry（JB）出版 

欧文誌の発行状況は以下のとおりである． 

 

 

2022 年の Impact Factor（2023 年発表）は 2.7 であ

った． 

 

海外を含む一般にも広く投稿を呼びかけ，優秀な論文

に与えられる「JB 論文賞」を設け，大会開催時には

その授賞式およびシンポジウムを開催し JB へ投稿，

周知をはかった． 

JB 編集委員会により設けられた査読者を顕彰する審

査員賞を付与した． 

・JB 審査員賞（第 3 回） 

松沢 厚，藤田 盛久，平山 弘人， 

高橋 秀尚，長門石 曉 

 

(3) 各月の発行状況は以下のとおりである． 

 

 

6. 学 術 集 会 ＜公 2＞ 

(1) 第 95 回生化学会大会開催の報告 

日時：令和 4 年 11 月 9 日～11 日 

場所：名古屋国際会議場 

会頭：門松 健治 

特別講演 3，シンポジウム 80， 

バイオインダストリーセミナー2， 

一般演題 1,175，Late-breaking Abstracts 69 

参加登録者数：3,006 名（内 学生 1,087 名） 

 

(2) ダイバーシティ推進委員会活動報告 

第 95 回大会時にワークショップ「To be PI or non 

PI, that should be a question」を企画，開催した． 

また，男女共同参画学協会連絡会ではオブザーバー学

協会として定期的に運営委員会に出席している． 

 

(3) 各支部の例会・シンポジウム開催の報告 

各支部における学術活動は活発であり，下記の通り  

例会を開催した． 

北海道支部「支部例会第 60 回記念大会」  （7 月） 

東北支部「第 89 回例会・シンポジウム」  （6 月） 

総頁 記事数 総説 MR TN その他

857 150 48 60 4 39

(955) (151) (55) (52) (6) (38)

第94巻 第1～6号 939 155 50 58 7 40

2022年 (900) (144) (57) (49) (5) (33)

上段( )内は前期発行　下段( )内は第93巻

第94巻5号(10月)～

第95巻4号(8月)

(2022年9月～2023年8月)

上段( )内は前期発行　下段( )内はVol. 169, 170

Comm-  Rev/  Ref. &

mun.  Minirev.  Others

977 108 62 3 19 24

(1299) (142) (101) (2) (18) (21)

Vol. 171, 172 1,086 133 74 3 21 35

2022 (1558) (157) (120) (4) (24) (9)

Pages
No.

Paper
Reg. P

Vol. 172-3～174-2

(Sep. 2022－

 Aug. 2023)

生化学 JB

個 人 会 員 349 19

団 体 会 員 130 43

賛 助 会 員 46 46

書 店 等 販 売 93 187

贈 呈 111 148

そ の 他 171 77

計 900 520
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関東支部「2023 年度例会」        （6 月） 

北陸支部「第 41 回大会」         （6 月） 

中部支部「第 87 回例会・シンポジウム」  （5 月） 

近畿支部「第 69 回例会」          （5 月） 

中国四国支部「第 64 回例会」       （5 月） 

九州支部「令和 5 年度例会」        （6 月） 

 

(4) 国際会議等への補助金拠出，共催開催の報告 

・第 21 回バイオフロンティアシンポジウムとして以

下の国際会議を予定した． 

「Cold Spring Harbor Asia Conference on  

Yeast and Life Sciences」 

日程：2023 年 10 月 9 日～13 日 

開催都市：島根県松江市 

・FAOBMB 関連 

FAOBMB の Past-President として菊池章が引き

続き Executive メンバーとして貢献した． 

・IUBMB 関連 

Travel Fellowship などでの活動支援をした． 

・生化学若い研究者の会への支援をおこなった． 

「第 63 回生命科学夏の学校」 

 

7. 表彰 ・ 助成 ＜公 3＞ 

(1) 表彰・奨励 

2023 年度奨励賞，JB 論文賞，柿内三郎記念奨励研究

賞および柿内三郎記念賞の募集をおこない，各種授賞

等選考委員会による選考を行った．  

受賞者は以下のとおりである． 

・日本生化学会奨励賞 

加藤 一希，岩崎 信太郎，服部 一輝，杉浦 歩 

・JB 論文賞（第 31 回） 

Ryo Aoyama 他 5名，Benedikt Rauscher 他 18名， 

木村 啓介 他 9 名，伊藤 直樹 他 5 名， 

福島 友太郎 他 7 名 

・柿内三郎記念賞（第 18 回） 

後藤 由季子 

・柿内三郎記念奨励研究賞（第 20 回） 

加生 和寿，金丸 佳織 

 

その他財団等へ学会推薦を行った． 

 

(2) 助成 

 「早石修記念海外留学助成」の募集を行い, 留学助成

審査委員会による選考を行った．採択者は以下のとお

りである． 

第 7 回 2023 年度採択者 

坂上 沙央里，樽谷 愛理，宮本 亮，竹内 直志， 

廣瀬 亘，栗木 麻央，嶋 晴子，福田 渓 

 

第 8 回 2024 年度「早石修記念海外留学助成」の募集

を行った． 

 

以下余白 


